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みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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見つけた！冬桜
取入れの終わった畑に何やらぽつぽつと

花らしきものが。パラパラと咲いているの
で最初は梅かなと思って近寄ってみるとこ
れがなんと桜！小春日和に誘われて咲いた
のでしょうか。彩りの乏しくなった畑に
ひっそりと彩りを添えている可憐な花でし
た。大城団地の入り口の畑に咲いています。

大賑わい 11.20 新ソバ祭り in 農ん喜村

農ん喜村で新ソバの収穫を祝う
そば祭りがあり、さっそく行って
みると、長蛇の列。多くの町民が
この日を待ちかねた様子で、香り
高い新ソバに舌鼓を打っていまし
た。
そばコーナーの横ではイワナの

塩焼き、安納芋の焼き芋。どちら
も香ばしい香りが立ち込め、食欲
をそそります。もちろん私は両方
ともゲット。早速焼き芋にかぶり
つきましたが、安納芋はとろける
黄金色。美味しかったです。
農ん喜村のみなさん、スタッフの
みなさん、お疲れ様でした。

◇お知らせ◇
12/20（土）8:00集合
8:30～3:00 戦争法に反対する軽ト
ラパレードが行われます。主催は「9
条を守るたてしなの会」です。
サンタなど、クリスマスバージョン
で行うそうです。私も参加します。
ご一緒にいかがですか？

「いい香りだね」「やっぱり新ソバは美
味しいね」と顔がほころびました。

イワナの塩焼き、
1尾400円3尾で
1,000円。もちろ
ん3匹買いました。

石焼き芋、香ばしい香
りがたまりません。

白樺湖畔 水明荘解体工事でアスベスト！
対策に追加費用が発生！

経営破たんしてから長らく放置されていた元旅館の水明荘。景観上からも
「取り壊しを早く」と迫られていました。ようやく解体工事が進んでいまし
たが、この度、外壁からアスベストが検出された

ということで、工事現場に視察。新たにアスベ
ストの処理費用が発生することとなり、追加の
予算が求められます。
環境への飛散を防止するために、薬剤を吹き

付け、浸透したころを見計らって薬剤ごと、削
り落とす方法で行うそうです。
工事は町内業者さんが行っています。

「もう少しお待ちくだ
さい。今一所懸命にそ
ばを打っておりま
す！」



【西塩沢地区の収穫祭】11，20 午後3時から

11月23日、オスプレイを東京・横田基地に配備させない11.23大集会に参加。都民を中心に神
奈川県・群馬県などからも参加。佐久地域からもバス1台20人が参加。横田基地には来年の夏以
降、オスプレイが10機が配備されようとしています。
小池議員は戦後70年で初めて「武力の行使が許される事態」となること、沖縄の高江、伊江島

などでもオスプレイやステルス戦闘機Ｎ３０が配備され、キャンプ富士に50人の米兵配備、木更
津ではオスプレイの整備拠点など着々と軍事拠点化が進んでいると告発。「危険なオスプレイの
配備を何としてもストップさせよう」と呼びかけました。若者などトークが続き、佐久地域から
もピースアクションのオスプレイ部会の代表がご挨拶。佐久地域のオスプレイ配備ストップの運
動を紹介し、浅間山ろくで米軍の訓練場を阻止したように、今回も配備を止めたい、故郷を侵略
の訓練の場にさせたくない」と決意表明。沖縄からは伊波洋一議員からのメッセージが紹介され
ました。その後みんなで横田基地までの2.5㎞デモ行進。5,000人の参加者は「オスプレイ配備絶
対反対」「危険なオスプレイはいらない」などとコールしながら行進しました。それにしても横
田基地は広かったです。

「オスプレイを東京・横田基地に配備させない
11.23大集会」 福生市多摩川中央公園

共産党からは小池晃議
員、山添拓議員、宮本
徹議員も参加し、小池
議員が連帯の挨拶。

「とおかんや」の行
事は、旧暦の10月10日、
2016年は11月10日だそ
うです。子どもたちが
集まってワイワイと
家々を回り、ネズミや
モグラが出てこないよ
うに地面をたたいたと
のこと。近所のRさん
が、藁鉄砲を差し入れ
てくださった。子ども
たちに地域の伝統を伝
え、楽しんでもらいた
いという気持ちがあふ
れています。地域みん
なで子供の成長を見
守ったんですね。

今年のもち米で餅を搗く、子ど
もたちも杵をもって「ヨイショ、
ヨイショ」

お米を圧力で破裂させた
ポップライスでスイーツを
作り子どもに配る。

収穫祭の御馳走、豚汁、ス
モークハムとソーセージ、5
色の餅（黄な粉、ゴマ、白
いオロシのからみ餅、赤い
からみ餅、そしてキビ餅）、
漬物、フライドポテトなど

綿菓子つくりに挑戦！どの
子も楽しそうに割り箸を回
して、出てくる綿菓子を手
繰っていました。「「オ
オー大きいネ」

ウス・杵、もち米･キビな
ど皆西塩沢のみなさんの
持ち寄りです。

♩～十日夜（とおかんや
~）の藁でっぽう、夕飯
（メシ）喰ったらぶった
たけー！
オレの子どもの時には

こう言って、家々を回っ
て、このわらでっぽうを
地面に叩きつけて、お礼
にお菓子やアメをもらっ
た風習があったんだよ
～」

西塩沢の名物ス
モークも。イベン
トの酒のサカナと
して、大人気でし
た。

収穫祭は今回で10回目。「すべて西塩沢で取れたものです。今年の収
穫をみんなで楽しんでもらえたらと思います。」西和会実行委員長のお
言葉。50人以上の地域のみなさんが参加して、にぎやかに食事会が進み
ました。

佐久の旗が翻り
ました。
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